
兵庫県立阪神昆陽高等学校いじめ防止基本方針  

兵庫県立阪神昆陽高等学校  

 

１ 本校の教育方針 

本校は、生徒の興味・関心や、多様な学習ニーズに応じて、主体的に学ぶことができ

る多部制単位制高等学校として平成２４年４月に開校した。同一敷地に知的障害のある

生徒の社会的・職業的自立を支援するための職業教育に重点をおく特別支援学校を併設

しており、交流及び共同学習を推進するとともに、それぞれの学校が、それぞれの設置

趣旨に従って、校訓「日常実践」のもと、一人一人の生徒の「生きる力」、すなわち「確

かな学力」「豊かな心」「健やかな体」を育む。  

 

２ 基本的な考え方 

すべての生徒が安心して教育活動に取り組み、有意義で充実した学校生活を送ること

ができるよう、いじめ防止に向け、日常の指導体制を整備し、いじめの未然防止を図り

ながら、いじめの早期発見に努めるとともに、いじめを認知した場合は、適切かつ速や

かに解決するための「学校いじめ防止基本方針」（いじめ防止全体計画）を定める。   

 

３ いじめ防止等の指導体制・組織的対応等  

(1) いじめを決して許さない指導体制 

いじめ防止等に関する措置を全教員で取り組むとともに、より実効的に行うため、

いじめ対応チームを設置する。 

別紙１ いじめを決して許さない指導体制  

 

(2) 未然防止及び早期発見のための指導計画  

いじめ防止の観点から、学校教育活動全体を通じて、いじめ防止に資する多様な取

組を体系的・計画的に行うため、包括的な取組の方針、いじめ防止のための取組、早

期発見の在り方、いじめへの対応に係る教職員の資質能力向上を図る校内研修など、

年間の指導計画を別に定める。  

別紙２ 年間指導計画 

 

(3) いじめ発生時の組織的対応 

いじめの疑いに関する情報を把握した場合やいじめを認知した場合は、情報の収集

と記録、情報の共有及び、いじめの事実確認等を迅速に行い、いじめの解決に向けた

組織的対応を行うとともに必要に応じて関係機関と連携し対応する。 

別紙３ 組織的対応 

 

４ 重大事態への対応 

(1) 重大事態とは 

重大事態とは、「いじめにより生徒の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑

いがあると認めるとき」であり、いじめを受けた生徒の状況により学校が判断する。  

また、「いじめにより生徒が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている

疑いがある場合と認めるとき」については、不登校の定義を踏まえ、年間３０日を「相

当の期間」の目安とする。ただし、生徒が一定期間、連続して欠席するような場合等

については、必要に応じて学校が判断する。  

さらに、生徒や保護者からいじめられて重大事態に至った旨の申立てがあった場合

は、校長の判断により適切に対応する。  



(2) 重大事態への対応 

校長が重大事態と判断した場合、直ちに県教育委員会に報告するとともに、校長の

リーダーシップのもと、学校が主体となり、いじめ対応チームに専門的知識及び経験

を有する外部の専門家を加え組織的に調査等を行い、速やかな事態の解決に当たる。  

 

５ その他の留意事項  

地域に信頼される学校づくり推進している本校では、開かれた学校をめざし、積極的

な情報発信に努めている。  

いじめ防止等についても、地域とともに取り組む必要があることから、策定した本方

針については、学校のホームページなどで公開するとともに、学校評議員会や三者懇談

などを通じて、保護者や地域等への情報発信に努める。  

また、いじめ防止等において実効性の高い取り組みを実施するため、本方針が、実情

に即して効果的に機能しているかについて、「いじめ対応チーム」を中心に定期的に点検

を実施し、必要に応じて方針の見直し等を行う。本方針の見直しについては、学校全体

でいじめの防止等に取り組む観点から、生徒や保護者等の意見を取り入れるなど、いじ

めの防止等について生徒等の主体的かつ積極的な参加を確保するよう留意する。  



                         別紙１ 
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・学校いじめ防止基本方針  ・いじめを許さない姿勢 

・風通しのよい職場環境   ・保護者や地域との連携 

管理職 

 

 

■人権教育の充実 

・人権意識の高揚 

■道徳教育の充実 

・道徳的判断力の高揚 

■学習指導の充実 

・学習における規律作り  

■特別活動の充実 

・ホームルーム活動の充実 

■教育相談の充実 

・キャンパスカウンセラーの活用 

■情報教育の充実 

・情報モラルの指導の充実 

・ネット犯罪防止講演会の開催 

■保護者・地域との連携 

・学校いじめ防止基本方針等の周知 

・学校公開・公開授業の実施 

・地域行事への積極的参加 

未然防止 
 

 

■日々の観察 

情報の収集 

・教員の観察による気付き 

・養護教諭からの情報 

・生徒・保護者・地域からの情報 

・登校時の自転車指導 

・昼休みの巡回指導 

・アンケートの実施 

・定期的な面談における情報 

■教育相談体制の確立 

・相談窓口の設置・周知 

・キャンパスカウンセラーの活用 

■情報の共有 

・報告の徹底 

・職員会議等での全職員の情報共有 

・要配慮生徒の実態把握 

・次年度への申し送り事項の徹底 

早期発見 

                

 

 

 

 

 

 

・学校いじめ防止基本方針の見直し、改善 

・年間指導計画の作成、実施、改善 

・校内研修会の企画・実施 

・アンケート結果、報告等情報の整理・分析 

・いじめが疑われる案件の事実確認・判断 

・要配慮生徒への支援方針 

いじめ対応チーム 

【構成員】  

校長、教頭、生徒指導部長、保健部長 

部主任、部生徒指導担当、養護教諭 

キャンパスカウンセラー 

特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、関係職員 等 

 



年間指導計画

心のサポート委員会 心のサポート委員会 心のサポート委員会 心のサポート委員会 心のサポート委員会 心のサポート委員会

職員研修会①　※1 職員研修会②　※1
カウンセリングマイン
ド研修会①　※4

職員研修会③　※1

保護者向け啓発活
動　※2

保護者向け啓発活
動　※2

中高連絡会による情
報収集

学校評議員会①

生徒指導部長講話
①

部主任講話

1年生オリエンテー
ション①

心の教育（いじめ防
止）ＬＨＲ①

教育相談 教育相談 教育相談 教育相談 教育相談

個別面談 個別面談

いじめ実態アンケー
ト①　※3

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

心のサポート委員会 心のサポート委員会 心のサポート委員会 心のサポート委員会 心のサポート委員会 心のサポート委員会

カウンセリングマイン
ド研修会②　※4

今年度の反省と次年
度の課題

学校評議員会②

生徒指導部長講話
②

部副主任講話 部主任講話
生徒指導部長講話
③

心の教育（いじめ防
止）ＬＨＲ②

教育相談 教育相談 教育相談 教育相談 教育相談 教育相談

個別面談 個別面談
中学訪問による情報
収集

いじめ実態アンケー
ト②　※3

いじめ実態アンケー
ト③　※3

※1　職員研修会：いじめ防止基本方針を確認するとともに、いじめの防止や対応等について全教職員で共通理解を図る。

※2　保護者向け啓発活動：学校の指導方針を保護者へ周知する。

※3　いじめ実態アンケート：いじめの実態を把握するためのもので、原則として年に3回実施する。

※4　カウンセリングマインド研修会：外部講師を招いての研修等、本校の実態に即した実効性の高い研修を実施する。

早
期
発
見
へ
向
け

た
取
組

早
期
発
見
へ
向
け

た
取
組

未
然
防
止
へ
向
け

た
取
組

９月

会
議
・
研
修
等

未
然
防
止
へ
向
け

た
取
組

会
議
・
研
修
等

４月 ５月 ６月 ７月 ８月
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別紙３ 

いじめ発生時の組織的対応

招集・指揮 

報告 

報告 

                  支援 

共通理解 

                  

相談 

  支援 

  必要に応じて 

  説明 

相談  

支援 

            管理職 

■被害者やいじめを知らせてくれた生徒等に十分配慮し、事実確認をする。

・いじめを発見した時は、ただちに加害者、被害者の双方から事実関係を聞き取るとともに、周辺

生徒からも状況を聞き取る。

・必要に応じて、全校あるいは各部でアンケートを実施する。

■必要に応じて双方の保護者に説明をする。

■生徒同士の関係改善を図るとともに、傍観者への指導も行う。

日常の観察・アンケート・教育相談・周りの生徒の訴え等 

担任・部主任・生徒指導部等 校長・教頭 

県教育委員会 

・高校教育課生徒指導班

・高等学校問題解決サポート

チーム

いじめ認知報告・共通理解 

↓ 

調査方針・分担決定 

↓ 

調査班による事実確認の把握・報告 

↓ 

指導方針の決定・指導体制の編成 

↓ 

対応班編成 

＜構成員＞ 

校長、教頭、生徒指導部長、保健部長 

部主任、部生徒指導担当、養護教諭 

キャンパスカウンセラー

特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、関係職員 等 

いじめ対応チーム 

関係機関 

・伊丹警察 072-771-0110

・阪神北少年ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ

072-784-7820

・川西こども家庭センター

072-756-6633

・福祉事務所 等

職

員

会

議 

対応班による 

いじめ解消に向けた取組 

継続的指導・経過観察 再発防止・未然防止活動 

解 決 

ネット上のいじめ

県警本部サイバー犯罪対策室 

078-341-7441(代)

人権法務局人権擁護課  等 

重大事案 

マスコミへの対応

保

護

者

会 

情報を得た教職員 


